
１　目的

２　内容

（１）山城広域振興局

①モデルフォレスト運動参画促進事業

②山城産の木魅力発進事業

（２）（３）南丹広域振興局、中丹広域振興局

｢丹波くり｣振興未来創造事業

（４）丹後広域振興局

人と人とをつなぐ丹後魅力の森満喫事業

３　事業実績（Ｒ３年度）

事業概要

　地域の森林・林業の特色や課題に応じた広域振興局ならではの先導的な取組を推進
する。

2,500千円

・地元高校生と自然環境等現地学
　習会の開催等　1回（27名）
・宮津市杉山の魅力発信写真展
　7日間（309名）

2,323千円

（４）丹後広域振興局

・丹波くりマイスター養成講座の
　開催　12日間（6名）

令和３年度京都府豊かな森を育てる府民税事業成果

事業名 Ⅳ　地域振興計画推進事業

府民税
使途分野

Ⅰ　森林の整備及び保全

Ⅱ　森林資源の循環利用

Ⅲ　森林の重要性の啓発

　多様な主体による森林保全の取組を推進し、京都モデルフォレスト運動に参画する
企業と緑の少年団との交流会を開催

　山城産木材の利用促進のため、府民を対象に林業体験や木工体験ができる森林・林
業体感ツアーの開催。市町村職員等を対象に木材の利用を進める研修会を開催。山城
地域で生産され、製材・加工された木製品を宇治庁舎に整備

　里山林等の適正な管理を推進し、京のブランド産品「丹波くり」の生産を拡大する
ため、「丹波くり」栽培をリードする中核的生産者を育成する「丹波くりマイスター
養成講座」を開催するとともに、長期振興ビジョンに必要となる園地や生産者に係る
調査を実施（令和４年度も継続調査）

　丹後の森の新たな魅力を発掘・発信し、多様な主体の協働による森林の利用と保全
活動を推進することにより丹後地域の活性化を推進

計 8,590千円

事業区分 事業費 主な内容

（１）山城広域振興局 1,725千円

・モデルフォレスト参画企業と緑
　の少年団の交流会　1回（45
　名）
・交流会森林・林業体感ツアーの
　開催等　2回（45名）

（２）南丹広域振興局 2,042千円

（３）中丹広域振興局
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地元高校生への自然環境学習会 宮津市杉山写真展
（丹後広域振興局） （丹後広域振興局）

（南丹・中丹広域振興局） （南丹・中丹広域振興局）
丹波くりマイスター養成講座 丹波くりマイスター養成講座

森林・林業体感ツアー 山城産木材の利用を進める研修会
（山城広域振興局） （山城広域振興局）
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事業実績額内訳

分野 実績額（千円）

309,323

(1)地域とつくる安心・安全な森林整備事業 21,152

(2)流木等流出防止対策事業 112,500

(3)山地災害防止対策事業 145,044

(4)森林管理アクセス整備事業 30,627

92,612

(1)次世代につなぐ森づくり事業 23,783

(2)ふるさとの里山林保全活動推進事業 26,669

(3)京の森林文化を守り育てる支援事業 40,157

(4)豊かな森の恵み創造事業 2,004

401,935

１　ひろがる京の木整備事業 54,910

946

55,856

Ⅲ　森林の重要性の啓発 8,811

Ⅳ　広域振興局枠 8,590

Ⅴ　市町村交付金 199,985

675,178

計

豊かな森林継承事業

地域振興計画推進事業費

※端数処理の関係で各事業の実績額の計と合計が一致しない場合があります

計（当初予算額７４７,４９３千円）

豊かな森を育てる府民税市町村交付金事業

Ⅱ　森林資源の循環利用

事業名等

１　森林防災機能強化事業費

２　豊かな森づくり総合対策事業費

Ⅰ　森林の整備及び保全

２　建築物木造木質化促進事業

計
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